








まとめ 

(1)新生児メレナの頻度は 0.31%(350/111,465)であった。 

(2)新生児期に VK を与えることによってメレナを減少させ得る。しかし,ルーチン投与をし

ても完全防止はできなかった。 

(3)分娩前3時間以前にVKを与えておけば,母体でのVKの吸収はかなり行われており,かつ

VK の作用も発現しているものと思われる。 


